




第二号様式（第一条の三、第三条、第三条の三関係）

確認申請書（建築物）

（第一面）

　建築基準法第６条第１項又は第６条の２第１項の規定による確認を申請します。この申請書及び

添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。また、申請にあたって、一般財団法人神奈川県

建築安全協会確認検査業務約款を遵守することを誓約します。

一般財団法人　神奈川県建築安全協会　様

令和03年02月15日

申請者氏名 AHC一級建築士事務所 松山 訓大 印

AHC一級建築士事務所 松山　訓大設計者氏名 印

 ※手数料欄

 　　　　年　　月　　日

 ※受付欄  ※消防関係同意欄  ※決裁欄  ※確認番号欄

 　　　　年　　月　　日令和 令和

 第　　　　　　　　　号  第　　　　　　　　　号

 係員印  係員印



（第二面）

建築主等の概要

【1．建築主】

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬｻﾝﾌﾟﾗﾝ ﾀﾞｲﾋｮｳﾄﾘｼﾏﾘﾔｸ ﾏｷﾀ ｶﾂﾐ【イ．氏名のフリガナ】

【ロ．氏名】 株式会社サンプラン 代表取締役 牧田　勝巳

【ハ．郵便番号】 220-0003

【ニ．住所】 神奈川県横浜市西区楠町11-2　ストークビル横浜2階
【ホ．電話番号】 045-548-6461

【2．代理者】

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( 一級 )建築士 (国土交通大臣 登録第) 307472号

【ハ．建築士事務所名】

松山　訓大

一級 )建築士事務所( 神奈川県 ) 号知事登録第 14654(

【ニ．郵便番号】

AHC一級建築士事務所

【ホ．所在地】

220-0002

【ヘ．電話番号】

神奈川県横浜市西区南軽井沢5-1

045-312-5050

(代表となる設計者)

【3．設計者】

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( 一級 )建築士 (国土交通大臣 登録第) 307472号

【ハ．建築士事務所名】

松山　訓大

一級 )建築士事務所( 神奈川県 ) 号知事登録第 14654(

【ニ．郵便番号】

AHC一級建築士事務所

【ホ．所在地】

220-0002

【ヘ．電話番号】

神奈川県横浜市西区南軽井沢5-1

【ト．作成又は確認した設計図書】

045-312-5050

設計図書一式

(その他の設計者)

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( )建築士 ( 登録第) 号

【ハ．建築士事務所名】 )建築士事務所( ) 号知事登録第(

【ニ．郵便番号】

【ホ．所在地】

【ヘ．電話番号】

【ト．作成又は確認した設計図書】

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( )建築士 ( 登録第) 号

【ハ．建築士事務所名】 )建築士事務所( ) 号知事登録第(

【ニ．郵便番号】

【ホ．所在地】

【ヘ．電話番号】

【ト．作成又は確認した設計図書】



【イ．資格】

【ロ．氏名】

( )建築士 ( 登録第) 号

【ハ．建築士事務所名】 )建築士事務所( ) 号知事登録第(

【ニ．郵便番号】

【ホ．所在地】

【ヘ．電話番号】

【ト．作成又は確認した設計図書】

(構造設計一級建築士又は設備設計一級建築士である旨の表示をした者)

上記の設計者のうち、
¨建築士法第20条の2第1項の表示をした者

【ロ．資格】

【イ．氏名】

構造設計一級建築士交付第 号

¨建築士法第20条の2第3項の表示をした者

【ロ．資格】

【イ．氏名】

構造設計一級建築士交付第 号

¨建築士法第20条の3第1項の表示をした者

【ロ．資格】

【イ．氏名】

設備設計一級建築士交付第 号

【ロ．資格】

【イ．氏名】

設備設計一級建築士交付第 号

【ロ．資格】

【イ．氏名】

設備設計一級建築士交付第 号

¨建築士法第20条の3第3項の表示をした者

【ロ．資格】

【イ．氏名】

設備設計一級建築士交付第 号

【ロ．資格】

【イ．氏名】

設備設計一級建築士交付第 号

【ロ．資格】

【イ．氏名】

設備設計一級建築士交付第 号

(代表となる建築設備の設計に関し意見を聴いた者)

【4．建築設備の設計に関し意見を聴いた者】

【イ．氏名】

【ロ．勤務先】

【ハ．郵便番号】

【ニ．所在地】

【ホ．電話番号】

【へ．登録番号】

【ト．意見を聴いた設計図書】

(その他の建築設備の設計に関し意見を聴いた者)

【イ．氏名】

【ロ．勤務先】

【ハ．郵便番号】

【ニ．所在地】

【ホ．電話番号】

【へ．登録番号】

【ト．意見を聴いた設計図書】



【イ．氏名】

【ロ．勤務先】

【ハ．郵便番号】

【ニ．所在地】

【ホ．電話番号】

【へ．登録番号】

【ト．意見を聴いた設計図書】

【イ．氏名】

【ロ．勤務先】

【ハ．郵便番号】

【ニ．所在地】

【ホ．電話番号】

【へ．登録番号】

【ト．意見を聴いた設計図書】

(代表となる工事監理者)

【5．工事監理者】

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( 一級 )建築士 ( 大臣 登録第) 132575号

【ハ．建築士事務所名】
冨井　洋二

一級 )建築士事務所( 神奈川県 ) 号知事登録第 18072(

【ニ．郵便番号】

株式会社サンクスホーム　一級建築士事務所

【ホ．所在地】

221-0865

【ヘ．電話番号】

神奈川県横浜市神奈川区片倉1-8-20

【ト．工事と照合する設計図書】

045-594-9836

設計図書一式

(その他の工事監理者)

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( )建築士 ( 登録第) 号

【ハ．建築士事務所名】 )建築士事務所( ) 号知事登録第(

【ニ．郵便番号】

【ホ．所在地】

【ヘ．電話番号】

【ト．工事と照合する設計図書】

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( )建築士 ( 登録第) 号

【ハ．建築士事務所名】 )建築士事務所( ) 号知事登録第(

【ニ．郵便番号】

【ホ．所在地】

【ヘ．電話番号】

【ト．工事と照合する設計図書】

【イ．資格】

【ロ．氏名】

( )建築士 ( 登録第) 号

【ハ．建築士事務所名】 )建築士事務所( ) 号知事登録第(

【ニ．郵便番号】

【ホ．所在地】

【ヘ．電話番号】

【ト．工事と照合する設計図書】



【6．工事施工者】

【イ．氏名】
【ロ．営業所名】

冨井　雅生
建設業の許可 (神奈川県知事)第 （般-2）81427号

【ハ．郵便番号】

株式会社サンクスホーム

【ニ．所在地】

221-0865

【ホ．電話番号】

神奈川県横浜市神奈川区片倉1-8-20

045-594-9836

【7．構造計算適合性判定の申請】
¨ 申請済 (               )

¨ 未申請 (               )

þ 申請不要

【8．建築物エネルギー消費性能確保計画の提出】
¨ 提出済 (               )

¨ 未提出 (               )

þ 提出不要 (               )

【9．備考】

【建築物の名称又は工事名】
【名称のﾌﾘｶﾞﾅ】 ｵｵｸﾎﾞ3ﾁｮｳﾒⅢ(ｻﾝﾌﾟﾗﾝ)4ｺﾞｳﾄｳ

大久保3丁目Ⅲ（サンプラン）　4号棟【名称】



(第三面)

建築物及びその敷地に関する事項

【1．地名地番】 神奈川県横浜市港南区大久保3丁目558番12の一部

【2．住居表示】

【3．都市計画区域及び準都市計画区域の内外の別等】
þ都市計画区域内 (þ市街化区域 ¨市街化調整区域 ¨区域区分非設定 )
¨準都市計画区域内 ¨都市計画区域及び準都市計画区域外

【4．防火地域】 ¨防火地域 þ準防火地域 ¨指定なし (¨法第22条区域 )

【5．その他の区域、地域、地区又は街区】

高度地区(第3種)、宅地造成工事規制区域、緑化地域

【6．道路】

【イ．幅員】 4.000ｍ

【ロ．敷地と接している部分の長さ】 5.563ｍ

【7．敷地面積】

【イ．敷地面積】

(1) ( 85.06)( )( )( )㎡

(2) ( )( )( )( )㎡

【ロ．用途地域等】

(第一種中高層住居専
用地域

)( )( )( )

【ハ．建築基準法第52条第１項及び第2項の規定による建築物の容積率】

( 150.00)( )( )( )％

【ニ．建築基準法第53条第１項の規定による建築物の建蔽率】

( 60.00)( )( )( )％

【ホ．敷地面積の合計】(1) 85.06㎡

(2) ㎡

【ヘ．敷地に建築可能な延べ面積を敷地面積で除した数値】 ％150.00

【ト．敷地に建築可能な建築面積を敷地面積で除した数値】 ％70.00

【チ．備考】

準防火地域内の準耐火建築物による緩和

(区分【8．主要用途】 08010) 一戸建ての住宅

【9．工事種別】
þ新築 ¨増築 ¨改築 ¨移転 ¨用途変更 ¨大規模の修繕 ¨大規模の模様替

【10．建築面積】 ( 申請部分 )( 申請以外の部分 )( 合計 )

【イ．建築面積】 ( 57.12)( )( 57.12)㎡

【ロ．建蔽率】 67.16％



【11．延べ面積】 ( 申請部分 )( 申請以外の部分 )( 合計 )

【イ．建築物全体】 ( 107.34)( )( 107.34)㎡

【ロ．地階の住宅又は老人ホーム等の部分】

( )( )( )㎡

【ハ．エレベーターの昇降路の部分】

( )( )( )㎡

【ニ．共同住宅又は老人ホーム等の共用の廊下等の部分】

( )( )( )㎡

【ホ．自動車車庫等の部分】( 8.69)( )( 8.69)㎡

【ヘ．備蓄倉庫の部分】 ( )( )( )㎡

【ト．蓄電池の設置部分】 ( )( )( )㎡

【チ．自家発電設備の設置部分】

( )( )( )㎡

【リ．貯水槽の設置部分】 ( )( )( )㎡

【ヌ．宅配ボックスの設置部分】

( )( )( )㎡

【ル．住宅の部分】 ( 98.65)( )( 98.65)㎡

【ヲ．老人ホーム等の部分】

( )( )( )㎡

【ワ．延べ面積】 98.65㎡

【カ．容積率】 115.98％

【12．建築物の数】

【イ．申請に係る建築物の数】 1

【ロ．同一敷地内の他の建築物の数】

【13．建築物の高さ等】 ( 申請に係る建築物 )( 他の建築物 )

【イ．最高の高さ】 ( 7.764)( )ｍ

【ロ．階数】 地上( 2)( )

地下( )( )

【ハ．構造】 木造（軸組工法）

【ニ．建築基準法第56条第７項の規定による特例の適用の有無】 ¨有 þ無

【ホ．適用があるときは、特例の区分】
¨道路高さ制限不適用 ¨隣地高さ制限不適用 ¨北側高さ制限不適用

【14．許可・認定等】

【15．工事着手予定年月日】 令和03年03月01日

【16．工事完了予定年月日】 令和03年06月11日

【17.特定工程工事終了予定年月日】 (特定工程)

令和03年05月01日 全軸組緊結完了時(第 1 回) ( )

住宅用火災警報器設置

【18．その他必要な事項】

【19．備考】



(第四面)

建築物別概要

【1．番号】 1

【2．用途】(区分 08010) 一戸建ての住宅

【3．工事種別】
þ新築 ¨増築 ¨改築 ¨移転 ¨用途変更 ¨大規模の修繕 ¨大規模の模様替

【4．構造】

木造（軸組工法）

【5．主要構造部】
¨耐火構造
¨建築基準法施行令第108条の3第1項第1号イ及びロに掲げる基準に適合する構造
þ準耐火構造
¨
¨

準耐火構造と同等の準耐火性能を有する構造（ロ－1）

¨
準耐火構造と同等の準耐火性能を有する構造（ロ－2）

その他

【6．建築基準法第21条及び第27条の規定の適用】
¨建築基準法施行令第109条の5第1号に掲げる基準に適合する構造
¨建築基準法第21条第1項ただし書に該当する建築物
¨建築基準法施行令第110条第1号に掲げる基準に適合する構造
¨その他
þ建築基準法第21条又は第27条の規定の適用を受けない

【7．建築基準法第61条の規定の適用】
¨耐火建築物
¨延焼防止建築物
þ準耐火建築物
¨準延焼防止建築物
¨その他
¨建築基準法第61条の規定の適用を受けない

【8．階数】

【イ．地階を除く階数】

【ロ．地階の階数】

2

【ハ．昇降機塔等の階の数】

【ニ．地階の倉庫等の階の数】

【9．高さ】

【イ．最高の高さ】

【ロ．最高の軒の高さ】

7.764ｍ

5.911ｍ

【10．建築設備の種類】

電気、ガス、給排水、換気設備、住宅用火災警報器

【11．確認の特例】

【イ．建築基準法第６条の３第１項ただし書又は法第18条第４項ただし書の規定による審査の特　
例の適用の有無】

¨有 þ無

【ロ．建築基準法第６条の４第１項の規定による確認の特例の適用の有無】



þ有 ¨無

【ハ．建築基準法施行令第10条各号に掲げる建築物の区分】

第４号

【ニ．認定型式の認定番号】

【ホ．適合する一連の規定の区分】
¨
¨

建築基準法施行令第136条の２の11第１号イ

建築基準法施行令第136条の２の11第１号ロ

【ヘ．認証型式部材等認証番号】

申請部分 申請以外の部分 合計【12．床面積】 ( )( )( )

50.41 50.41F2【イ．階別】 ( 階)( )( )( )㎡

56.93 56.93F1( 階)( )( )( )㎡

㎡)()()( 107.34107.34【ロ．合計】

【13．屋根】

ｽﾚｰﾄ葺NM-2093ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940(破風先の野地板裏側・小口は金属にて被覆)

【14．外壁】

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞQF045BE-9226(屋内側：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15小屋壁含む)

【15．軒裏】

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞQF045RS-9122（両面ｱｸﾘﾙ系樹脂塗装/ﾊﾟﾙﾌﾟ繊維混入ｾﾒﾝﾄ板NM-3011）

【16．居室の床の高さ】

mm511

【17．便所の種類】

水洗、公共下水

【18．その他必要な事項】

住宅用火災警報器設置

【19．備考】



(第五面)

建築物の階別概要

【1．番号】 1

【2．階】 F2

【3．柱の小径】 105

mm【4．横架材間の垂直距離】 2,481

mm【5．階の高さ】

mm

【6．天井】

【イ．居室の天井の高さ】 2,300

【ロ．建築基準法施行令第39条第３項に規定する特定天井】 ¨ þ有 無

【7．用途別床面積】

(用途の区分)( 具体的な用途の名称 )( 床面積 )

㎡一戸建ての住宅．】【イ ( 08010 )( )( 50.41)

㎡．】【ロ ( )( )( )

㎡．】【ハ ( )( )( )

【8．その他必要な事項】

【9．備考】



(第五面)

建築物の階別概要

【1．番号】 1

【2．階】 F1

【3．柱の小径】 105

mm【4．横架材間の垂直距離】 2,645

mm【5．階の高さ】 2,750

mm

【6．天井】

【イ．居室の天井の高さ】 2,300

【ロ．建築基準法施行令第39条第３項に規定する特定天井】 ¨ þ有 無

【7．用途別床面積】

(用途の区分)( 具体的な用途の名称 )( 床面積 )

㎡一戸建ての住宅．】【イ ( 08010 )( )( 56.93)

㎡．】【ロ ( )( )( )

㎡．】【ハ ( )( )( )

【8．その他必要な事項】

【9．備考】



(第六面)

建築物独立部分別概要

【1．番号】 1

㎡【2．延べ面積】

ｍ

【3．建築物の高さ等】

ｍ

【イ．最高の高さ】

【ロ．最高の軒の高さ】

【ハ．階数】

【ニ．構造】

地上( ) 地下( )

【4．特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準の別】
¨特定構造計算基準
¨特定増改築構造計算基準

【5．構造計算の区分】
¨建築基準法施行令第81条第１項各号に掲げる基準に従った構造計算
¨建築基準法施行令第81条第２項第１号イに掲げる構造計算
¨建築基準法施行令第81条第２項第１号ロに掲げる構造計算
¨建築基準法施行令第81条第２項第２号イに掲げる構造計算
¨建築基準法施行令第81条第３項に掲げる構造計算

【6．構造計算に用いたプログラム】

【イ．名称】

【ロ．区分】

建築基準法第20条第１項第２号イ又は第３号イの認定を受けたプログラム¨
(大臣認定番号 )

その他のプログラム¨

【7．建築基準法施行令第137条の２各号に掲げる基準の区分】

)(

【8．備考】



工事名称：大久保3丁目Ⅲ(サンプラン） 4号棟
申請敷地：神奈川県横浜市港南区大久保3丁目558番12の一部

真北

N

付  近  案  内  図

1234

工事場所

工事名称

その他の区域、地域、地区又は街区

防火地域

用途地域等

都市計画区域

敷地面積

前面道路

敷地と接している部分の長さ

幅員

指定建蔽率

指定容積率

558番12の一部

第一種中高層住居専用地域

市街化区域

準防火地域

第3種高度地域

宅地造成工事規制区域、緑化地域

神奈川県横浜市港南区大久保3丁目

大久保3丁目Ⅲ（サンプラン）　4号棟

面積表

構造

階数

工事種別

主要用途

延べ面積

建築面積

木造　軸組工法

地上2階建

新　築

一戸建ての住宅

基準建蔽率

建物全体

住宅部分床面積

1階

2階

車庫

基準容積率 ％＜％

㎡

㎡

㎡

％＜ ％

㎡

㎡

㎡

115.98

98.65

8.69

56.93

50.41

107.34

67.16

57.12

70.00

150.00

敷　地　概　要 物　件　概　要

計　画　概　要

ｍ

％

㎡

ｍ

％

85.06

4.000

5.563

70.00

150.00

(床 裏側)

※　断熱材については矩計図による

(告示第1358号) 両側石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=15 + 準不燃クロス張 QM-9441

(QF045BE-9226) 石膏ボード t=15 (屋外側 ： 窯業系サイディング ) + 準不燃クロス張 QM-9441

(間仕切壁)

(外壁)

(床 表側)

(段板の裏面)

(けたの外側の部分)

(間仕切壁)

(外壁)

(屋根 直下の天井)

内　部　仕　上　表　 　準　耐　火　建　築　物

【　2階　全室　】

【　1階　全室　】

【　階段　】

天　井

壁

天　井

壁

床

階段

※　ファイヤーストップ材は平成12年建告第1358号により、適切に配置するものとする（天井点検口含む）

※　コンセントBOXは、鋼製BOXとする

(告示第1358号) 強化石膏ボード t=15 + 準不燃クロス張 QM-9441

構造用合板 t=24 + フローリング t=12

(告示第1358号) 強化石膏ボード t=15

(告示第1358号) 石膏ボード t=15

(告示第1358号) 強化石膏ボード t=15 + 準不燃クロス張 QM-9441

(QF045BE-9226) 石膏ボード t=15 (屋外側 ： 窯業系サイディング ) + 準不燃クロス張 QM-9441

(告示第1358号) 両側石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=15 + 準不燃クロス張 QM-9441

床 (告示第1358号) 構造用合板 t=24 + フローリング t=12

 (上部部屋の場合は強化石膏ボード t=15を先張り)

 (上部部屋の場合は強化石膏ボード t=15を先張り)

 (上部部屋の場合は強化石膏ボード t=15を先張り)

(QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）(天井 床裏)

(天井 軒天) (QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）

(QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）(天井 軒天)

(天井 床裏) (QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）

(QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）(天井 床裏)  (上部部屋の場合は強化石膏ボード t=15を先張り)

(床 屋根)

(壁)

(天井 軒天)

(壁)

(床)

(床)

(壁)

外　部　仕　上　表　 　準　耐　火　建　築　物

屋　根

雨　樋

バルコニー

玄関ポーチ

土間打ちコンクリート

(QF045BE-9226) 窯業系サイディング (屋内側 ： 石膏ボード t=15 被覆すること)

車庫

(QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）

国土交通大臣認定品 防火設備個別認定品 鋼製シャッターまたは屋外側網入りガラスt=6.8玄関含む

(告示第1358号) スレート葺　NM-2093 アスファルトルーフィング940 (破風先の野地板裏側･小口は金属にて被覆すること)

(告示第1358号) 両面アクリル系樹脂塗装／繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板 NM-2098

(QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）

プラスチック丸型　60φ

300角Ⅰ類（磁器質）タイル

(QF045BE-9226) 窯業系サイディング (屋内側 ： 石膏ボード t=15 被覆すること(小屋裏含む))

(告示第1358号) FRP防水 DR-0259 構造用合板 t=24 繊維混入ケイ酸カルシウム板 ｔ=5以上 (告示1400号)

(QF045BE-9226) 窯業系サイディング (屋内側 ： 石膏ボード t=15 被覆すること)

(QF045RS-9122) 窯業系サイディング (両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板 NM-3011）

(QF045BE-9226) 窯業系サイディング (屋内側 ： 石膏ボード t=15 被覆すること)

外気に接する部屋の床裏

破　風・鼻　隠

外　壁

軒　裏

（防火指定無し・許可基準に触れる場合を除き、EB認定品は使用しない）

YKK:EB-1458-2,1459,1478,1542,1602,1603,1848-2,2113-1,2170,2175,2176,2177,2194,2197,2200,2205,2223-1,2227-1,2252,2266,2290(1),2290(2)

2293,2377-1,2396,2403-1,2411,2459,2467-1,2486-1,2494,2507,2613,2615,2629,2706,2714,2733,2890,2925
1142-3,1191-3,1284-3,1285-3,1433-3,1454-2,1490-2,1492-2,1523-3,1555-2,1669-4,1670-4,1859-4,1873-2,1874-2,1876-3,1905-1,1906-1
1917-4,1918-2,1920-1,1945-1,1966-1,1967-1,2062-1,2063-1,2064-1,2092-1,2093-1,2094-1,2095-1,2105-1,2150-1,2151-1,2422-1,2716
2717,2718,2719,2743,2744,2760,2761,2777

LIXIL:EB-

サッシ

株式会社サンプラン　代表取締役　牧田勝巳

AHC一級建築士事務所
株式会社あさひハウジングセンター

建築物の名称又は工事名

申請者 氏名

承認印製図確認

設計年月日

図面名

縮尺

物件ｺｰﾄﾞ 確認 図面番号

2021/03/02 2021/03/02 A-
植松

承認印

この承認印の無い図面は
一切認めません
AHC一級建築士事務所

検

一級建築士事務所　神奈川県知事登録第14654号

一級建築士　松山訓大　国土交通大臣登録第307472号

【　設置位置等については現場合わせとなります　】
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大久保3丁目Ⅲ（サンプラン） 4号棟
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配 置 図 S : 1 / 1 0 0
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新設：CB3段 新設：CB3段（±0）

（±0）

（±0）
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KBM=設計GL-800

▼道路中心線
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413

2,
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2,
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5

（-550）

許容の高さ            

4866 * 0.6 + 7000 = 9919
            

明らかにｸﾘｱの為、検討を省略する

高度斜線検討

許容の高さ            

(2848 + 4000 + 1797) * 1.25 - 600 = 10206
            

明らかにｸﾘｱの為、検討を省略する

道路斜線検討

真北

(太陽観測による真北)

高
度

斜
線

検
討

：4
,8

66

後
退

距
離

：1
,7

97

2,
84

8
道

路
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線
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討
：4

,0
00

雨水、汚水、雑排水中継桝

最終枡

（　　　） 設計ＧＬからの高さ

合

凡　例

 ※門・塀の設置は令第130条の12によるものとする

 ※配置基準寸法は□で囲まれた寸法とする

 ※境界造成擁壁及び外構ブロックの位置

　 種類は現場状況により変更の場合があります

 ※開発・宅地造成にかかる切土・盛土なし

注　記

※設計GL=KBM + 800 とする。

 ※開口部及び開口以外の部分に関しては

   延焼の恐れのある部分とみなした仕様とする

 ※屋根の断熱は天井面に施工すること

 ※また、屋根先（棟）換気（FD付）を取り付けること

 ※3階建は敷地内通路0.9m確保すること

 ※屋根はt=160とすること

最高の軒高：5,911

最高の高さ：7,764

[  大久保3丁目Ⅲ（サンプラン） 4号棟  ]

隣地：3号棟
（±0）

隣地：3号棟
（±0）

隣地：3号棟
（-600）

隣地
（+250）

隣地
（+330）

隣地
（+440）

隣地
（+520）

隣地
（+490）

隣地
（+530）

既設：RC擁壁

既設：CB3段

既設：CB5段

既設：CB3段

2階外壁ライン

合

本管接続

▼道路境界線
（-2700）

5.454
隣地境界線

0.106
隣地境界線

14
.2

04
隣

地
境

界
線

1.
00

0
隣

地
境

界
線

1.000
道路境界線

4.563
道路境界線

15
.3

91
隣

地
境

界
線

既設：隣地CB5段

平 均 G L 算 定 図 S : 1 / 2 0 0

-500

-600-550

-550 -600

2,730 1,820

12
,6

17
.5

4,550

12
,5

12
.5

10
5

【平均GL検討】

〈見付面積〉

(0.5 + 0.55) * 2.73 / 2 = 1.43325

合計 = 2.6005

〈建物周長〉

(12.6175 + 4.55) * 2 = 34.335

∴平均GL = 設計GL-100

2.6005 / 34.335 = 0.075739

〈平均GL〉

0.55 * 0.105 = 0.05775

1.43325 + 0.05775 + 1.0465 + 0.063 = 2.6005

①
②

① ② ③ ④

③ (0.55 + 0.6) * 1.82 / 2 = 1.0465
0.6 * 0.105 = 0.063④

建 築 面 積 求 積 図 S : 1 / 2 0 0

4.550

12
.5

13

A1

1.8200.
10

5 A2

建 築 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A1 矩形 4.550×12.513 56.934150

A2 矩形 1.820×0.105 0.191100

57.12    

17.28    

2 階  床 面 積 求 積 図 S : 1 / 2 0 0

2.
95

75

3.1850

A1

8.
64

50

4.5500

A2

0.
91

00

1.8200

A3

床 面 積 表<2階>

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

A1 矩形 3.1850×2.9575 9.419637

A2 矩形 4.5500×8.6450 39.334750

A3 矩形 1.8200×0.9100 1.656200

50.41    

1 階  床 面 積 求 積 図 S : 1 / 2 0 0

総 面 積   計(㎡) 107.34    

107.34 * 1/5 = 21.468    

車 庫 面 積       計(㎡) 8.69    

∴車庫面積不算入    

容 積 面 積       計(㎡) 48.24    

4.5500

9.
32

75

A1

1.8200

3.
18

50

A2

2.7300

3.
18

50

A3

床 面 積 表<1階>

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

A1 矩形 4.5500×9.3275 42.440125

A2 矩形 1.8200×3.1850 5.796700

A3 矩形 2.7300×3.1850 8.695050

56.93    
敷 地 面 積 求 積 図 S : 1 / 2 0 0

MP1-1

MI108

MP119 B6

15
.3

91

14
.2

04

4.563

4号棟-①

0.1065.454

B5B19

B18

1.000

1.
00

01.435

測　点 Xn Yn (Xn+1 - Xn-1)Yn
4号棟-①

MP1-1 497.005 499.104 -7214 .548320
MI108 481.770 496.918 -7944 .228066
MP119 481.018 502.320 -384 .777120
B6 481.004 502.425 7057 .061550
B18 495.064 504.443 7678 .126903
B19 496.225 503.600 977 .487600

倍　面　積 
面　積 
地　積 ㎡

169 .122547
84 .5612735
84 .56

測　点 Xn Yn (Xn+1 - Xn-1)Yn
4号棟-②

B5 496.054 504.585 585 .823185
B19 496.225 503.600 -498 .564000
B18 495.064 504.443 -86 .259753

倍　面　積 
面　積 
地　積 ㎡

0 .999432
0 .4997160
0 .50

合　計 85 .06 ㎡

4号棟-②

株式会社サンプラン　代表取締役　牧田勝巳

AHC一級建築士事務所
株式会社あさひハウジングセンター

建築物の名称又は工事名

申請者 氏名

承認印製図確認

設計年月日

図面名

縮尺

物件ｺｰﾄﾞ 確認 図面番号

2021/03/02 2021/03/02 A-
植松

承認印

この承認印の無い図面は
一切認めません
AHC一級建築士事務所

検

一級建築士事務所　神奈川県知事登録第14654号

一級建築士　松山訓大　国土交通大臣登録第307472号

【　設置位置等については現場合わせとなります　】
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大久保3丁目Ⅲ（サンプラン） 4号棟

1 / 1 0 0 , 2 0 0

配 置 図 、 敷 地 ・ 面 積 求 積 表 、 平 均 G L 算 定 表
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とする

とする

2300

2300

凡　例

型
16009
引違い

内法=FL+1800

サッシの種類

大きさ（呼称寸法）

ガラスの種類

※特記無き限り、

RH寸法は内法=FL+1800とあるのはRH=1855とする
ROH=980とする（カタログROH寸法+5）

内法=FL+2000とする

　 特記なき限り2階CH=FL+

※火気使用室内装

※キッチンの排水管点検は引出しより可能

※サッシ、ガラス種類、サイズ、取付高さは変更になる場合がございます

※令20条の3による換気設備を設ける

※天井高さについては構造及びおさまりの影響により

　 特記なき限り1階CH=FL+

※階段仕様、蹴上げ≦230ｍｍ、踏面≧150mm、幅員≧750mm

 　手すり設置(持出し≦100mm)

※特記なき限りFL±0とするまた、天井高は下記とする

 　明らかに≦50ｍの為、表記省略とする

 　　ハンガーパイプ壁面より250位置に取り付けとする

　　 ハンガーパイプ壁面より300位置に取り付けとする

 　変更が生じる場合がございます

※令120条による直通階段までの歩行距離は

※排水設備の設置については下水道法10条1項及び3項による

※給水設備の設置については水道法16条による

※電気設備の設置については法32条による

 　全ての換気扇、給気口等につくVCはステンレス製とする

※構造上主要な部分についての設計においては構造図による

 　100φを超える換気扇、給気口等は全てファイアダンパー付とする

 　（鋼製シャッター又は網入りガラスt=6.8）20分遮炎とする

※準防火地域にて外部開口部は全て防火設備

 　取引の適正化に関する法律第38条の2による

※プロパンガス設備の設置については液化石油ガスの保安の確保及び

 　・奥行682.5タイプは、枕棚d=350・h=1700、

※都市ガス設備の設置についてはガス事業法第162条による

※物入部分に関してはハンガーパイプ、枕棚の取り付けは無いものとする

 　・奥行910タイプは、枕棚d=395・h=1700、

※クローゼット内部仕様については特記なき限り下記仕様による

 　150以上離すこと 強化石膏ボードt≧12.5 不燃パネルt≧3

　 （スパイラルダクト:ロックウール巻ｔ≧50）

※厨房用フード及び排気ﾀﾞｸﾄは亜鉛鉄板 t≧0.6とする

※コンロ周囲は消防長の指定する不燃材で有効な仕上げをし、

※屋内建具アンダーカット≧10mmとする

床下点検口

□ 450*600

天井点検口

□ 450

[点線記号]局所給気口 記載無きものは100φとする

※100φを超える場合はＦＤ付きとする

[実線記号]24時間給気口 記載無きものは100φとする

[実線記号]24時間換気扇 記載無きものは100φとする

※100φを超える場合はＦＤ付きとする

[点線記号]局所換気扇 記載無きものは100φとする

床収
床下収納（床下点検口を兼ねる）

□ 600

H

S

給湯器位置

ガスメーター

給湯器

GM

エアコン想定位置

電気メーター

火災警報器（熱感知）（検マーク付）

シックハウス規制対象外

火災警報器（煙感知）（検マーク付）

WH

特　記

※給湯器は潜熱回収型とする

※節湯型機器：台所（節湯B）、浴室シャワー（節湯AB）とする準耐火建築物

段差部分 跨ぎ部分

 　天井、壁共に下地材の上ビニルクロス貼　準不燃QM-9441

 　下地材については矩計図による

検マーク付の火災警報器を設置する

※全ての寝室、LDK及び階段の2F降口の天井又は壁に

洋室1

〈採光〉

〈換気〉

〈換気〉

〈採光〉

LDK

OK

OK

OK

OK

28.46 / 7 = 4.07

28.46 / 20 = 1.43
1.6 * 1.8 / 2 = 1.44

8.69 / 7 = 1.25
1.5 * 1.8 * 3.0 = 8.10

8.69 / 20 = 0.44
1.5 * 1.8 / 2 = 1.35

1578 / 3203 * 6 - 1.4 = 1.55
1.6 * 1.8 * 1.55 = 4.46

1 階  平 面 図 S : 1 / 1 0 0

真北

(太陽観測による真北)

手
洗

い
器

OP
工

事

※
将
来
壁

ｺｰ
ﾄｸ
ﾛｰ
ｸ

造作壁

型

Fix
02611

型

ﾀﾃｽﾍﾞﾘ
02611

型

引違い
11411

ｼｬｯﾀｰ付

型

内倒し
06003

ｼｬｯﾀｰ付

引違い
16011

型

引違い
06003

型

Fix
02611

型

ﾀﾃｽﾍﾞﾘ
02611

型

ｼｬｯﾀｰ付

引違い
11411

型

3,
41

2.
5

91
0

3,
64

0
1,

36
5

2,
27

5
91

0

12
,5

12
.5

2,730 1,820

4,550

1,
82

0
1,

36
5

1,
82

0
1,

82
0

1,
36

5
91

0
3,

41
2.

5

12
,5

12
.5

2,2752,275

4,550

深基礎H=600

車庫

スラブ天設計GL-700

Ｇ
Ｍ

Ｗ
Ｈ

給
湯

器

床収

SS

S S

TK-3

梁
型

納戸2
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露出配管
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脱衣室配管
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2階UB配管
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手すりH＝800
横桟H=400

壁・天井仕様は
A-1記載の通り

2 階  平 面 図 S : 1 / 1 0 0
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バルコニー

1,578

階段
（2.07㎡）

手摺壁：h≧1100（水上）

手摺壁：h≧1100（水上）

吹き抜け

高所用ﾖｺｽﾍﾞﾘ
16003

型

Fix
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型

型

Fix
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Y4

X5X2

UB柱現場合わせ

上部
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07411
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Y11

Y2
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バルコニー
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ＬＤＫ
（28.46㎡（17.18帖））

準耐火構造

居室採光（1/7検討済）
居室換気（1/20検討済）

居室採光（1/7検討済）
居室換気（1/20検討済）

横架材室内に表さず
下端揃え強化石膏ボード貼
クロス仕上としてください

68
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スリーブ孔Φ100FL+2200
※内・外共にクーラーキャップ設置
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株式会社サンプラン　代表取締役　牧田勝巳

AHC一級建築士事務所
株式会社あさひハウジングセンター

建築物の名称又は工事名

申請者 氏名

承認印製図確認
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一級建築士　松山訓大　国土交通大臣登録第307472号

【　設置位置等については現場合わせとなります　】
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株式会社サンプラン

標準仕様書



Kitchen TakarastandardOFELIA



Bath Room TOTOSAZANA



Wash Stand TakarastandardELICIO



Toilet TOTO



Toilet TOTO



Building materials EIDAI



Building materials EIDAI



Entrance Door LIXILジエスタ２ 防火・非防火共通



Window Sash LIXIL
国土交通大臣
認定防火設備 FG-L 防火区域用



Outer Wall kmewベース柄



Outer Wall kmewアクセント柄限定



Outer Wall kmewアクセント柄限定



Outer Wall kmewアクセント柄限定



Roof kmew



Entrance Porch LIXIL



Drainpipe panasonic
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